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独自ブランド「HAUN」考案
 日本人になじむ空間提供

サムライ・キャピタル

コリビング

シェアリングエコノミーから着想
無風状態の賃貸住宅ビジネスに風穴

サムライ・キャピタルはコリビング型
賃貸住宅への投資をスタート。兄弟会社
となる運営会社「HAUN（ハウン）」を
立ち上げ、同名のブランドでコリビング
型賃貸住宅を展開していく。
　2024年3月に第1弾「HAUN TABA-

TA（ハウン田端）」（東京都北区）をオー
プン、25年夏までに同物件を含め4物
件・313戸の供給を予定している。
　代表取締役社長の青山健氏によると、
コリビングの構想は5～6年前にさかの
ぼる。同時期にWeWorkなどのシェア
リングエコノミーが日本で注目されて
いたのがきっかけだそうだ。オフィスは
コワーキングスペースなどの台頭で多様
化がみられる一方、賃貸住宅は過去何十
年も大きな変化がなく、「機能面や契約
面などで利便性を求める入居者ニーズ
の変化に応えられていないように感じ
ていた。そこでシェアリングの考え方を
持ち込むことで、若い人々に新たな住ま
いへの付加価値を提案したかった」。

VIEWPOINT 市場の注目キーワード

　当初は海外の運営会社との提携を模
索していたという。しかしながら日本の
文化や法規制とのマッチングでメリット
を感じないと判断し、自前での運営会社
立ち上げを決断。2018年にHAUN社を
設立した。HAUN社ではサムライ・キャ
ピタルでCOOを務める吉嶋法生氏が代
表取締役社長に就任し、シェアハウス関
連事業者などで経験を積んだメンバー
が加わっている。
　単なる不動産投資ではなく事業経営
のつもりで「新しい資産クラスをゼロか
ら育てることを意識している。また当社
の若い社員に面白いアイデアを試す機
会を与えるという狙いもある」（同氏）。

延床面積の1割を共用部に
入居者の交流は意識し過ぎず

　HAUNでは共用部を充実させること
により、一般的な単身者向け住宅に比べ
て高い競争優位性の確保を目指す。
　HAUN TABATAを例に挙げると、共
用部としてリビングやキッチン、ラウン
ジのほか電源付きのワークスペースを備

青山 健氏
代表取締役社長
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える。また緑化に注力することで居心地
の向上を図る。一方でトイレや洗面所、
シャワーは専有部に完備、プライベート
空間の確保に努める。入居者ターゲット
は国内／海外問わず20～30代の単身者
を主体におく。
「延床面積の約10％は共用部としてい
く。ワンルームマンションに比べて専有
率は下がるが、賃料単価を引き上げるこ
とで高い収益性を確保する」（青山氏）。
　その一方、入居者同士の交流を促す働
きかけについては、シェアハウスや海外
の運営会社によるコリビングほど頻繁
には行わない方針。「コリビングとはい
うものの、ごく普通の日本人を取り込み
たいとの考えからコミュニケーションを
強く打ち出しすぎないよう考えている。
むしろ従来の賃貸住宅に利便性や快適
性を備えた共用機能を付与するイメー
ジ」（同氏）。
　また敷金、礼金、仲介手数料、更新料
はゼロとするほか、Wi-Fi使用料や洗濯
機の使用料は管理費に含んでいる。家
具、調理器具、食器類を備え付けている
ことと合わせ、入退去および入居中の手
間を省ける商品設計としている。
　稼働率については一般の賃貸住宅と
ほぼ同等の90％以上を想定。ただし入
れ替えの頻度は高くなることを見込む。
そこでダウンタイムを減らすべく、自
社サイトやSNSを活用したダイレクト
マーケティングを重視したい考え。

欧州大手投資家とタッグ
一部区画での展開も視野

　サムライ・キャピタルは欧州の大手投
資家が出資する150億円規模のファン
ドを立ち上げ、HAUNの供給を進めて

いく。田端以降は大崎（2025年春、54

室）、尾久（2025年夏、88室）、蔵前
（2025年冬、110室）と続く形。それぞ
れ別々のデベロッパーとのフォワードコ
ミットメントにより取得する新築物件
だ。今後もさまざまなデベロッパーと協
業し、新築物件をメインに投資を継続し
たい考え。
　物件規模は50～150戸がメインとな
る見込みだが、共用部充実を狙った大型
化には関心をもつ。ただし開発用地が広
くなると分譲マンションデベロッパーと
の競合がネックになるそうだ。また1棟
全体のみならず、再開発ビルの一部区画
などでの展開も検討可能だとする。
　なお建築基準法上の用途は、寄宿舎な
いしはホテルを中心とする。通常の2年
契約に加え、一般の賃貸住宅より短期
（6か月や1年）での契約も可能とする。
展開エリアについては当面1都3県の都

心通勤圏とするものの、実績を重ねたの
ち大阪をはじめとした地方主要エリア
に進出したい考え。
「パートナーシップを組む欧州の投資家
はコリビングへの投資実績があり、日本
の賃貸住宅の取得競争が激しいなか、後
発組だからこその差別化を図りたいと
の考えがあったようだ。年間2,000戸
のペースで投資したいとのニーズもいた
だいている」（青山氏）。
　融資に関しては、当初4物件について
メガバンクからのコミットも得ている。
トラックレコードを積み重ねるなかでレ
ンダーの認知度を高め、条件の改善につ
なげていきたいとする。
「スターバックスコーヒーのように、使い
やすくてちょっとおしゃれな賃貸住宅
ブランドとしてHAUNを育成していけ
たら」と青山氏は抱負を話している。

HAUN内観イメージ
建設過程で発生した廃材を再利用して製造したロングテーブル、廃プラスチック素材を活用した館内サインを取り入
れる
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	PM02_005,007_2402_mokuji_pdf 2
	PM02_008_HT_J-REIT_nyuko_pdf
	PM02_009_forum_ad_nyuko_pdf
	PM02_010_HT_PM02_0rorogis_nyuko_pdf
	PM02_011_HT_ribita_nyuko_pdf
	PM02_012_tobira_nyuko_pdf
	PM02_013-15_OV_mitsuisumitomo_nyuko_pdf
	PM02_016-17_FC_CRR_nyuko_pdf
	PM02_018-19_vPM02_0_DaiwaLife_nyuko_pdf
	PM02_020-21_vPM02_0_samurai_nyuko_pdf
	PM02_022-23_vPM02_0_kenedics_nyuko_pdf
	PM02_024_CS-tobira_nyuko_pdf
	PM02_025_cs_columbia_cmyk_pdf
	PM02_026-27_cs_mitsubishi-resi_nyuko_pdf
	PM02_028-29_cs_tokyu_nyuko_pdf
	PM02_030_cs_rinoberu_nyuko_pdf
	PM02_031_cs_tokyo-tatemono_nyuko_pdf
	PM02_032-33_cs_tsunagaru_nyuko_pdf
	PM02_034-35_cs_mitsubishi-G_nyuko_pdf
	PM02_036-37_cs_haseko_nyuko_pdf
	PM02_038-39_cs_ambition_nyuko_pdf
	PM02_040-41_av_EaSyGo_nyuko_pdf
	PM02_042_EV_nyuko_pdf
	PM02_043_kimagure_nyuko_pdf
	PM02_044-45_ESG_nyuko_pdf
	PM02_046-47_surPM02_0rise_nyuko_pdf
	PM02_048-049_調査部_CC2022
	PM02_050 machi_157
	PM02_051_fudosankeiki110
	PM02_052-53_hourei_203
	PM02_054_AD_Prime_CC2022
	PM02_055_AD_レジャー産業資料_CC2022
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